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　私の出身地は中国の平原地域である。そのため、
小さい時から山に憧れていた。初めて山形に来た
時に、乗っていた電車がトンネルから出た瞬間、
遠くの山と田んぼで構成されていたきれいな風景
が目の前に現れて大変感動した。その時からここ
に残りたいと決意した。その後の生活の中では地
元の方々とコミュニケーションを取り、日本語だ
けではなく、日本の歴史、文化などをたくさん教
えていただいた。今までの生活で自分が感じてい
る日本をここで紹介させていただきたいと思う。

■教育について
　日本の義務教育期間は、小学校６年、中学校３
年の計９年となっており、中国と同じである。し
かし、日本と違って中国の新学期は９月に始まる。
現在、中国では戦争のような激烈な受験が行われ
ているが、日本もかつてはそうだったと聞く。終
身雇用制が崩れ始めるとともに、学歴の重要性も
昔ほどではなくなり、入社試験の面接で出身学校
を問わない会社も出てきた。今も受験は厳しい競
争の中で行われているが、将来への選択肢が増え
ていることも事実であり、学歴だけにとらわれな
い評価がされるのは良い傾向だと思う。

■防災について
　日本は自然災害が多い国としてよく知られてい
る。地震、土砂崩れ、洪水などの災害が頻発して
いる地域では、防災訓練が定期的に行われている。
いつ起きても不思議ではなく、万一に備えて準備
をしておくことが被害の軽減につながるというの
が小さい時から教えられているそうだ。中国も自
然災害が多い国だが、訓練を行っているところは
少ない。このような教育的訓練をさらに強化すべ
きだと思う。それに、日本人のほとんどの家庭で

は、衣類、毛布、飲料水、食料品、ナイフ、手袋
などの防災グッズを袋の中に入れて、玄関先に用
意している。日本人の防災意識の高さに驚かされ
た。

■労働力について
　日本ではいま、若い労働力が不足している。そ
こで、各職場では労働力を確保するためにいろい
ろな工夫をしている。 その一つの方法として、働
く時間を自分で選べるという、フレックスタイム
制度を取り入れる会社が増えてきた。働く時間を
自分で選べるといっても、まったく自由に自分で
好きな時に働ければいいというものではない。例
えば、ある会社ではコアタイムといって、午前10
時15分から午後３時15分までは全員働かなければ
ならないという時間帯を決めている。その前後の
時間は自由で、朝６時15分から夜９時45分までは
いつでも自分の好きな時間を選んで働くことがで
きる。近年、中国は豊富な労働力の恩恵を受け、
高度な経済成長を成し遂げてきたが、上海のよう
な大都市では高齢化が早いスピードで進んでおり、
遅かれ早かれ労働力が不足する日が来るだろうと
いう気がしている。日本から雇用制度を学び、将
来に備える必要があると思う。
　以上は私が感じた日本である。まだまだ勉強し
なければならいことが多いが、今後日本の魅力・
良さを母国に発信し続けていきたいと考えている。
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